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【特  集】

～平成31年度　施政方針から～

今年度の仕事とお金

枝
えだ

吉
よし

　美
み

空
そら

さん
（盈科小学校３年）

学校のじゅぎょうで、
体いくがすきです。

今月
の題字



（
１
）
農
業
の
振
興

　
農
業
者
が
効
率
的
か
つ
安
定
的
な
農
業
経
営
が

で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
、
農
協
等
関
係
機
関

と
連
携
し
な
が
ら
、
農
業
生
産
額
の
向
上
に
努
め

ま
す
。

■
担
い
手
対
策

　
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
多
様
な
担

い
手
確
保
対
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
認
定
農
業

者
に
つ
い
て
は
、
現
在
２
９
１
経
営
体
を
認
定
し

て
お
り
、
法
人
経
営
体
が
42
経
営
体
、
ま
た
、
集

落
営
農
法
人
が
29
組
織
と
本
市
農
業
の
柱
と
な
っ

て
い
ま
す
。

■
経
営
所
得
安
定
対
策

　
経
営
所
得
安
定
対
策
は
、
昨
年
度
と
ほ
ぼ
制
度

に
変
更
は
な
く
、
生
産
現
場
へ
の
影
響
は
な
い
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。
一
方
、
米
に
代
わ
る
作
物

の
振
興
が
課
題
と
な
る
中
で
高
収
益
品
目
で
あ
る
、

か
ぼ
ち
ゃ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
加
工
用
業
務
用
野

菜
の
作
付
面
積
及
び
収
量
の
拡
大
を
図
り
、
農
業

者
の
所
得
向
上
に
繋
げ
ま
す
。

■
施
設
園
芸

　
野
菜
、
花
卉
、
果
樹
等
は
、
高
生
産
性
・
高
収

益
が
望
め
る
作
物
で
あ
り
、
今
後
も
、
補
助
事
業

等
を
活
用
し
て
施
設
整
備
へ
の
支
援
を
講
じ
ま
す
。

　

特
に
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
に
つ
い
て
は
、
平
成

30
年
度
の
栽
培
面
積
は
、
前
年
比
０・
５
ｈ
ａ
減

少
の
13
・
９
ｈ
ａ
で
あ
り
ま
し
た
が
、
反
収
は

３・２
％
増
の
２
，４
８
９
ｋｇ
と
12
年
連
続
県
下

ト
ッ
プ
の
成
績
を
維
持
し
て
お
り
、
今
後
も
、
面

積
の
拡
大
と
反
収
３
，０
０
０
ｋｇ
を
目
標
と
し
、

ゆ
る
ぎ
な
い
産
地
形
成
を
図
り
ま
す
。

■
畜
産
振
興

　
肉
用
牛
振
興
に
つ
い
て
は
、
壱
岐
市
肉
用
牛
改

良
対
策
会
議
の
改
良
方
針
に
基
づ
き
、
優
良
系
統

牛
の
維
持
に
対
す
る
支
援
を
継
続
し
ま
す
。

　

４
月
の
子
牛
市
で
は
前
回
比
１
０
０・
99
％
と

な
っ
て
お
り
、
去
勢
・
雌
の
平
均
で
80
万
円
台
と
、

高
値
が
依
然
続
い
て
い
る
状
況
で
す
。

　
２
月
末
現
在
に
お
け
る
繁
殖
雌
牛
の
飼
養
頭
数

は
、
昨
年
度
末
に
比
べ
飼
養
農
家
が
22
戸
減
少
し

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
１
７
３
頭
増
え
て
お
り

６
，０
０
０
頭
を
超
え
て
い
る
状
況
で
す
。
こ
れ

は
、
壱
岐
市
農
協
が
継
続
的
に
取
組
ま
れ
て
い

る
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
７
０
０
０
事
業
」
を
始
め
、
関

係
機
関
の
各
種
増
頭
対
策
等
に
よ
る
も
の
と
考
え

て
お
り
、
今
後
も
引
き
続
き
、
生
産
基
盤
の
強
化
、

増
頭
対
策
に
取
組
み
ま
す
。

■
農
業
・
農
村
整
備
事
業

　

現
在
、
島
内
の
圃
場
整
備
率
は
61
％
で
す
が
、

昭
和
初
期
に
小
区
画
で
整
備
さ
れ
、
農
業
用
施
設

の
老
朽
化
が
著
し
い
地
区
に
つ
い
て
、
今
年
度
か

ら
農
地
中
間
管
理
機
構
へ
の
農
地
の
集
積
を
前
提

と
し
た
新
た
な
基
盤
整
備
事
業
が
始
ま
り
、
県
内

で
採
択
第
１
号
と
し
て
郷
ノ
浦
町
木
田
地
区
（
整

備
面
積
23・
３
ｈ
ａ
）
に
取
組
み
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
現
在
の
大
型
農
業
機
械
を
活
用
し
た
高
収

益
作
物
の
展
開
と
同
時
に
、
担
い
手
の
育
成
を
行

い
ま
す
。

■
農
地
・
農
業
用
施
設
等
災
害
復
旧

　
平
成
29
年
に
発
生
し
た
農
地
・
農
業
用
施
設
等

災
害
復
旧
工
事
に
つ
い
て
は
、
２
月
末
現
在
、
国

庫
補
助
金
交
付
決
定
箇
所
５
２
６
地
区
中
２
４
１

地
区
で
約
46
％
の
発
注
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
未
発
注
分
に
つ
い
て
は
、
発
注
計
画
の

見
直
し
に
つ
い
て
国
、
県
と
協
議
を
行
い
繰
越
の

手
続
き
を
進
め
て
お
り
、
随
時
発
注
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
30
年
災
の
災
害
復
旧
工
事
に
つ
い
て

も
、
早
期
の
発
注
に
努
め
ま
す
。

　
関
係
農
家
の
皆
様
に
は
、
本
年
の
作
付
け
等
に

影
響
が
生
じ
、
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま

す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
２
）
水
産
業
の
振
興

　
本
市
の
水
産
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
漁
獲
の

減
少
、
魚
価
の
低
迷
、
生
産
コ
ス
ト
の
高
止
ま
り
、

漁
業
者
の
高
齢
化
並
び
に
後
継
者
不
足
な
ど
依
然

と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

■
市
全
体
の
漁
獲
量
及
び
漁
獲
高
（
前
年
比
較
）

●
漁
獲
量　
２
，２
２
９
ト
ン
（
６・８
％
減
）

●
漁
獲
高　
21
億
８
千
百
万
円
（
１・６
％
減
）

■
市
独
自
の
支
援
策

●
漁
業
用
燃
油
１
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
10
円
の
補
助

●�

磯
焼
け
の
原
因
の
一
つ
で
あ
る
植
食
性
魚
類

（
イ
ス
ズ
ミ
）
の
駆
除
及
び
イ
ス
ズ
ミ
の
捕
獲

に
対
す
る
１
尾
当
た
り
１
５
０
円
～
２
０
０
円

の
補
助

●�

水
産
資
源
改
善
・
藻
場
回
復
、
栽
培
漁
業
を
推

進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
地
域
お
こ
し
協
力

隊
１
名
の
募
集

●
認
定
漁
業
者
制
度
・
漁
業
後
継
者
対
策
事
業

�

な
ど

■
国
・
県
の
事
業

●�

離
島
輸
送
コ
ス
ト
支
援
事
業
（
魚
介
類
の
海
上

輸
送
費
の
助
成
）

●�

離
島
漁
業
再
生
支
援
交
付
金
（
漁
場
の
生
産
力

向
上
や
漁
業
の
再
生
に
関
す
る
実
践
的
な
取
組

み
を
行
う
集
落
の
支
援
）

●�

特
定
有
人
国
境
離
島
漁
村
支
援
交
付
金（
漁
業・

海
業
の
雇
用
創
出
及
び
雇
用
創
出
を
円
滑
に
行

う
た
め
の
環
境
整
備
）

●�

漁
業
就
業
者
確
保
育
成
総
合
対
策
事
業
（
新
規

就
業
時
の
経
費
負
担
の
軽
減
）

■
栽
培
漁
業

　
壱
岐
栽
培
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
、
ア
ワ
ビ
31
万

個
、
ア
カ
ウ
ニ
28
万
個
、
カ
サ
ゴ
18
万
尾
の
種
苗

の
生
産
・
放
流
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
限
ら
れ
た

資
源
を
持
続
的
に
利
用
し
、
漁
業
者
の
所
得
の
安

定
、向
上
を
図
る
た
め
、効
果
的
な
種
苗
の
生
産・

平
成
31
年
度
　
施
政
方
針
か
ら

特
　
集

　
平
成
31
年
壱
岐
市
議
会
定
例
会
３
月
会
議
に
お
い
て
、
市
長
が
平
成
31
年
度

の
「
施
政
方
針
」
を
述
べ
ま
し
た
。
こ
れ
を
も
と
に
今
年
度
の
壱
岐
市
の
仕
事

と
お
金
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

今
年
度
の
仕
事
と
お
金

産
業
振
興
で

活
力
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り

1
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放
流
を
行
い
、
水
産
資
源
の
維
持
・
回
復
に
取
組

み
ま
す
。

■
漁
港
整
備

●�

渡
良
漁
港
（
小
崎
地
区
）
物
揚
場
の
嵩
上
げ
、

用
地
舗
装

●
諸
津
漁
港
岸
壁・物
揚
場
に
簡
易
浮
桟
橋
の
設
置

●
八
幡
浦
漁
港
物
揚
場
に
簡
易
浮
桟
橋
の
設
置

　
ま
た
、渡
良
漁
港（
麦
谷
、神
田（
か
み
だ
）地
区
）

防
波
堤
、
大
久
保
漁
港
、
八
幡
浦
漁
港
臨
港
道
路

の
機
能
保
全
対
策
工
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

（
３
）
観
光
の
振
興

　
平
成
30
年
の
本
市
へ
の
観
光
客
数
を
推
測
す
る

上
で
重
要
な
指
標
で
あ
る
九
州
郵
船
と
Ｏ
Ｒ
Ｃ
の

乗
降
客
数
は
７
４
７
，３
５
５
人
で
、
対
前
年
比

１
０
２・
５
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
有

人
国
境
離
島
法
に
よ
る
滞
在
型
観
光
促
進
の
取
組

や
Ｊ
Ｒ
西
日
本
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
に
よ
る
「
新
幹

線
で
壱
岐
に
い
き
た
い
！
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
の

成
果
で
あ
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。

■
一
支
国
博
物
館

　

平
成
30
年
度
の
入
館
者
数
が
１
月
末
現
在
で

８
３
，４
５
５
人
、
対
前
年
比
96
％
と
な
っ
て
お

り
、
本
年
中
に
入
館
者
数
１
０
０
万
人
を
達
成
す

る
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
４
月
か
ら
新
指
定

管
理
者
と
な
り
、
島
全
体
の
情
報
発
信
の
拠
点
施

設
と
し
て
今
後
も
有
効
活
用
し
ま
す
。

■
旅
行
商
品
の
造
成

　
Ｆ
Ｄ
Ａ
（
フ
ジ
ド
リ
ー
ム
エ
ア
ラ
イ
ン
ズ
）
の

チ
ャ
ー
タ
ー
便
を
活
用
し
て
、
壱
岐
・
対
馬
の
旅

行
商
品
が
造
成
さ
れ
、
催
行
さ
れ
ま
し
た
。
名
古

屋
（
小
牧
）、
信
州
ま
つ
も
と
、
岡
山
、
広
島
の

各
空
港
発
で
、
壱
岐
空
港
が
こ
れ
ら
の
便
に
対
応

で
き
な
い
こ
と
か
ら
対
馬
空
港
着
、
船
を
利
用
し

て
壱
岐
へ
来
島
し
、
壱
岐
で
は
１
泊
ま
た
は
２
泊

し
て
い
た
だ
け
る
行
程
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■�

地
方
創
生
推
進
交
付
金
を
活
用
し
た
観
光
振
興

施
策

●
「
壱
岐
島
リ
ブ
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　
施
設
等
の
効
果
を
最
大
化
し
、
し
っ
か
り
と
維

持
費
や
人
件
費
を
生
み
出
し
、
継
続
的
な
経
営
を

す
る
こ
と
で
地
域
を
牽
引
し
て
い
く
フ
ァ
シ
リ

テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
第
一
歩
と
し
て
、「
イ
ル

カ
パ
ー
ク
の
再
生
」
に
取
組
み
、
４
月
か
ら
指
定

管
理
者
制
度
へ
移
行
し
、
４
月
25
日
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

●「
壱
岐
島
リ
ゾ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　
市
内
の
宿
泊
施
設
に
対
す
る
改
修
支
援
補
助
と
、

島
全
体
の
サ
ー
ビ
ス
品
質
向
上
の
た
め
の
研
修
施

設
機
能
を
有
し
た
リ
ゾ
ー
ト
型
宿
泊
施
設
整
備
支

援
補
助
に
よ
り
、
可
処
分
所
得
の
多
い
層
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
し
、
ま
た
企
業
誘
致
も
視
野
に
入
れ
、

幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
受
入
体
制
の
強
化
を

図
り
、
並
行
し
て
島
外
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
強
化
を

含
め
た
積
極
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と

で
、
観
光
振
興
に
よ
る
地
方
創
生
の
実
現
を
目
指

し
ま
す
。

■
福
岡
事
務
所

　
ベ
イ
サ
イ
ド
か
ら
博
多
駅
前
に
移
転
し
て
２
年

が
経
過
し
、
立
地
の
良
さ
か
ら
営
業
活
動
等
に
お

け
る
利
便
性
が
飛
躍
的
に
向
上
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
４
月
か
ら
は
土
日
・
祝
日
は
閉
所
し
、
平
日

の
営
業
等
の
さ
ら
な
る
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、

土
日
の
イ
ベ
ン
ト
等
に
は
柔
軟
に
対
応
し
ま
す
。

（
４
）
商
工
業
の
振
興

　
離
島
部
に
お
け
る
地
域
経
済
は
依
然
と
し
て
厳

し
い
状
況
に
あ
る
中
、
本
市
の
有
効
求
人
倍
率
は
、

有
人
国
境
離
島
法
の
雇
用
拡
充
事
業
や
イ
キ
ビ
ズ

効
果
も
あ
り
、
昨
年
の
８
月
に
は
１・
６
倍
で
県

内
最
高
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
県
と
連
携
し
、
東
京
・
福
岡
を
中
心
と

し
た
移
住
就
職
相
談
会
に
計
６
回
参
加
し
、
85
組

99
名
の
相
談
を
受
け
、
そ
の
う
ち
３
組
４
名
の
方

が
既
に
壱
岐
市
へ
移
住
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
内
で
は
昨
年
12
月
に
、第
３
回
目
と
な
る「
壱

岐
で
働
き
た
い
方
の
た
め
の
就
職
相
談
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。今
後
も
、人
手
不
足
解
消
に
県
や
国

の
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
効
果
的
な
方
法
を

模
索
し
な
が
ら
、
雇
用
人
材
確
保
に
取
組
み
ま
す
。

■
壱
岐
し
ご
と
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
（
Ｉ
ｋ
ｉ-

Ｂ
ｉ
ｚ
）

　
１
月
末
現
在
で
の
相
談
件
数
が
６
２
９
件
と
な

り
、
平
成
30
年
度
目
標
の
５
０
０
件
を
超
え
ま
し

た
。
ま
た
、
２
月
に
は
、
ホ
リ
エ
モ
ン
こ
と
堀
江

貴
文
氏
と
森
セ
ン
タ
ー
長
が
地
方
の
可
能
性
に
つ

い
て
語
る
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
多
く

の
市
民
皆
様
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後

も
新
設
す
る
商
工
振
興
課
と
連
携
し
、
様
々
な
業

種
の
皆
様
と
と
も
に
売
上
げ
向
上
等
を
目
指
し
、

本
市
の
経
済
浮
揚
に
向
け
て
、
積
極
的
に
取
組
み

ま
す
。

（
５
）
地
域
商
社
事
業

■
（
一
社
）
壱
岐
市
ふ
る
さ
と
商
社

　
一
昨
年
８
月
に
設
立
し
、
飲
食
店
向
け
の
壱
岐

産
食
材
の
販
売
を
は
じ
め
、
通
販
サ
イ
ト
「
壱
岐

な
お
取
り
寄
せ
」
に
お
け
る
全
国
的
な
販
売
、
高

級
た
ま
ご
「
黄
金
〇
（
こ
が
ね
ま
る
）」
等
の
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
商
品
の
開
発
・
販
売
等
、

多
く
の
方
々
に
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

特
に
（
株
）
家
族
亭
の
ご
協
力
に
よ
り
実
施
し
た

「
九
州
の
恵
み
と
壱
岐
フ
ェ
ア
」
で
は
、
物
産
・

観
光
の
両
面
で
本
市
の
Ｐ
Ｒ
及
び
活
性
化
に
大
き

く
寄
与
し
ま
し
た
。

　

壱
岐
市
ふ
る
さ
と
商
社
の
売
上
に
つ
い
て
は
、

平
成
30
年
度
の
目
標
を
達
成
し
、
今
後
も
壱
岐
産

品
の
販
路
拡
大
に
取
組
み
ま
す
。

平成31年度 施政方針から特  集

今年度の仕事とお金

黄金○（こがねまる）

（
１
）
地
域
福
祉
の
推
進

　
民
生
委
員
児
童
委
員
や
関
係
機
関
と
の
連
携
を

一
層
強
化
す
る
と
と
も
に
、
自
治
公
民
館
に
お
け

る
福
祉
保
健
部
や
壱
岐
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
進

め
る
福
祉
協
力
員
の
設
置
を
支
援
し
、
災
害
時
等

に
支
援
を
要
す
る
方
々
を
地
域
で
支
え
る
組
織
づ

く
り
に
努
め
ま
す
。

■
第
２
次
壱
岐
市
障
が
い
者
計
画

　
本
年
度
は
中
間
年
度
と
な
る
こ
と
か
ら
、
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
基
づ
く
計
画
の
進
捗
状
況
等
の

点
検
・
評
価
を
行
い
、
計
画
の
達
成
に
向
け
て
適

切
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
次
期
計
画
策
定
に
向

け
た
デ
ー
タ
分
析
を
行
い
ま
す
。

■
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
壱
岐
の
こ
こ
ろ

　
平
成
27
年
10
月
に
社
会
福
祉
法
人
壱
心
会
に
経

営
移
譲
し
、
順
調

に
運
営
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
。
３
月

16
日
に
開
所
し
た

新
施
設
は
、
基
本

機
能
の
充
実
に
加

え
、
地
域
住
民
の

交
流
の
場
と
し
て

の
活
用
に
つ
い
て

も
期
待
さ
れ
ま
す
。

福
祉・健
康
づ
く
り
の

充
実
で
安
心
の

ま
ち
づ
く
り

2

特別養護老人ホーム壱岐のこころ
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■
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業

　
10
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
、
消
費
税
及
び
地
方

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
伴
い
、
低
所
得
者
・
子

育
て
世
帯
向
け
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
の
発

行
等
を
行
い
ま
す
。

（
２
）
子
育
て
支
援
と
就
学
前
教
育・保
育

■
石
田
こ
ど
も
園

　
壱
岐
市
初
の
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
と
し

て
、
４
月
１
日
に
開
園
し
ま
し
た
。
今
ま
で
の
保

育
事
業
に
加
え
、
就
学
前
の
３
歳
以
上
児
の
幼
稚

園
教
育
の
実
施
と
保
育
環
境
の
充
実
を
図
り
、
幼

児
教
育
・
保
育
の
量
と
質
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、

既
存
の
保
育
施
設
と
新
し
い
園
舎
の
活
用
に
よ
り
、

待
機
児
童
の
解
消
に
向
け
て
取
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
子
育
て
に
関
す
る
相
談
活
動
や
親
子
の

集
い
の
場
の
提
供
、
園
庭
開
放
な
ど
地
域
の
子
育

て
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

■
保
育
士
の
確
保

　
待
機
児
童
解
消
に
必
須
で
あ
り
、
県
な
ど
の
関

係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
積
極
的
に
取
組
み
ま
す
。

■
幼
児
教
育
及
び
保
育
の
無
償
化

　
10
月
か
ら
の
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
よ
る
も

の
で
、
３
歳
か
ら
５
歳
児
に
つ
い
て
は
全
世
帯
、

０
歳
か
ら
２
歳
児
に
つ
い
て
は
住
民
税
非
課
税
世

帯
が
対
象
と
さ
れ
、
10
月
１
日
か
ら
認
可
保
育
所

等
の
保
育
料
な
ど
が
無
料
に
な
る
情
勢
で
す
。

　
制
度
内
容
等
が
国
か
ら
示
さ
れ
次
第
、
実
施
に

向
け
て
取
組
み
ま
す
。

■
児
童
扶
養
手
当

　
支
給
月
が
、
こ
れ
ま
で
４
か
月
分
ご
と
の
年
３

回
の
支
給
で
あ
っ
た
も
の
が
、
本
年
11
月
支
給
分

か
ら
奇
数
月
に
、
２
か
月
分
ご
と
に
年
６
回
の
支

給
に
変
更
さ
れ
た
た
め
、
所
要
の
予
算
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

（
３
）
健
康
づ
く
り
の
推
進

　
第
２
次
壱
岐
市
保
健
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
各

種
健
（
検
）
診
、
相
談
、
予
防
、
健
康
教
室
等
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

■
特
定
健
診
及
び
が
ん
検
診

　
壱
岐
医
師
会
の
ご
協
力
の
も
と
、
こ
れ
ま
で
の

６
月
か
ら
11
月
ま
で
の
実
施
期
間
を
３
か
月
間
延

長
し
、
６
月
か
ら
２
月
ま
で
の
実
施
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

■
食
生
活
改
善
推
進
員

　
総
勢
約
１
７
０
名
の
組
織
力
と
結
束
力
で
、
食

生
活
改
善
に
加
え
、
郷
土
料
理
の
伝
承
、
ま
た
各

種
健（
検
）診
の
受
診
勧
奨
な
ど
健
康
づ
く
り
全
般

に
わ
た
る
啓
発
を
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
展
開
し
ま

す
。

■�

「
壱
岐
市
い
の
ち
支
え
る
自
殺
対
策
計
画
」
の

推
進

　
「
誰
も
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
の
な
い『
壱

岐
市
』
の
実
現
」
を
目
指
し
、
地
域
の
皆
様
、
各

関
係
団
体
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
も
と
進

め
ま
す
。

（
４
）
国
民
健
康
保
険

　
平
成
30
年
度
か
ら
県
に
財
政
運
営
責
任
等
が
移

行
さ
れ
、
本
市
に
お
い
て
は
、
被
保
険
者
数
が
減

少
す
る
中
、
保
険
税
率
等
の
見
直
し
が
必
要
な
と

こ
ろ
で
す
が
、
本
年
度
予
算
に
お
い
て
は
、
基
金

か
ら
の
繰
入
で
補
填
し
、
保
険
税
率
等
に
つ
い
て

は
据
え
置
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
国
民
皆
保
険
制
度
を
支
え
る
国
民

健
康
保
険
の
財
政
安
定
化
の
た
め
、
滞
納
処
分
を

含
め
た
収
納
対
策
に
取
組
み
、
収
納
率
の
向
上
に

努
め
る
と
と
も
に
、「
第
２
期
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計

画
」（
29
年
度
策
定
）
に
基
づ
き
特
定
健
診
受
診

率
の
向
上
、
特
定
保
健
指
導
の
充
実
並
び
に
重
症

化
予
防
対
策
等
に
よ
る
保
健
事
業
を
推
進
し
、
医

療
費
の
適
正
化
を
図
り
ま
す
。

（
５
）
介
護
保
険

　
今
年
度
は
、
第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
（
平

成
30
年
度
～
平
成
32
年
度
）
の
中
間
年
度
に
あ
た

り
、
新
規
事
業
と
し
て
計
画
に
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
認
知
症
対
応
型
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
（
２
ユ
ニ
ッ

ト
・
定
員
18
人
）
の
施
設
整
備
に
つ
い
て
、
事
業

者
の
支
援
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
30
年
度
か
ら
、「
第
７
期
介
護
保

険
事
業
計
画
」
及
び
県
が
策
定
し
た
「
第
７
次
医

療
計
画
」
が
同
時
に
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
、
計
画

の
推
進
に
あ
た
り
関
係
機
関
と
の
連
携
・
調
整
を

図
り
ま
す
。

（
６
）
後
期
高
齢
者
医
療

　
後
期
高
齢
者
の
医
療
費
は
、
年
々
増
加
傾
向
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
の

充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化

予
防
事
業
を
引
き
続
き
実
施
し
、
対
象
者
皆
様
の

生
活
の
質
の
維
持
と
医
療
費
の
適
正
化
を
図
り

（
１
）
低
炭
素
の
し
ま
づ
く
り

　
地
球
温
暖
化
の
防
止
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
た

め
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
・
活
用
促
進

等
、
環
境
に
や
さ
し
い
低
炭
素
の
島
づ
く
り
に
取

組
ん
で
い
ま
す
。

■
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
組

　
実
現
可
能
性
調
査
結
果
等
に
基
づ
き
、
経
済
合

理
性
を
含
め
た
詳
細
な
検
討
を
行
う
設
備
導
入
事

業
化
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
本
計
画
の
内
容
を

十
分
精
査
し
た
上
で
、
連
携
体
制
を
整
備
し
、
設

備
導
入
を
進
め
ま
す
。

■
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
組

　
太
陽
光
発
電
や
風
力
発
電
に
お
け
る
余
剰
電
力

を
水
素
に
変
換
し
利
用
す
る
合
理
的
な
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
に
向
け
、
国
の
交
付
金
を
活

用
し
、
具
体
的
か
つ
現
実
的
な
将
来
的
ビ
ジ
ョ
ン

策
定
に
取
組
み
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
、
実
際
の

水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
を
利
用
し
た
実
証
・
研
究

事
業
に
取
組
み
ま
す
。

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
拡
大
は
、
地
域

振
興
、
経
済
活
性
化
に
も
大
き
な
影
響
の
あ
る
事

業
と
考
え
、
本
市
が
進
め
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組
に

お
い
て
も
重
要
な
要
素
で
あ
る
た
め
、
他
地
域
に

先
駆
け
た
取
組
を
今
後
も
積
極
的
に
進
め
ま
す
。

安
全
安
心
で

環
境
に
や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り

3
ま
す
。

　
ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
つ
い
て
は
、

均
等
割
の
軽
減
特
例
措
置
に
つ
い
て
、
10
月
か
ら

の
消
費
税
増
税
に
伴
う
介
護
保
険
料
軽
減
の
拡

充
や
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
が
支
給
さ
れ
る

こ
と
に
併
せ
て
見
直
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
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（
２
）
防
災
対
策

　
自
然
災
害
が
全
国
各
地
で
頻
発
す
る
中
、
地
域

住
民
が
互
い
に
助
け
合
う「
共
助
」の
要
と
し
て
組

織
化
を
推
進
し
て
き
た
自
主
防
災
組
織
は
、
組
織

数
１
８
９
、組
織
率
92・
５
％
と
な
り
、避
難
訓
練

等
、防
災
活
動
の
具
体
的
取
組
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

原
子
力
防
災
に
つ
い
て
は
、
九
州
電
力
（
株
）

が
玄
海
原
子
力
発
電
所
２
号
機
の
廃
炉
を
発
表
し

ま
し
た
が
、
廃
炉
ま
で
30
年
程
度
か
か
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
の
安
全
対
策
と
情
報

提
供
を
求
め
ま
す
。

　
本
市
で
は
７
回
目
と
な
る
長
崎
県
原
子
力
防
災

訓
練
を
、
２
月
２
日
に
県
及
び
関
係
市
町
と
合
同

で
、
佐
賀
県
、
福
岡
県
と
同
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
訓
練
で
の
課
題
等
を
検
証
し
、
よ
り
実

効
性
の
あ
る
避
難
対
策
を
構
築
し
ま
す
。

（
３
）
消
防
・
救
急

■
災
害
発
生
状
況

　

火
災
36
件
、
救
急
１
，７
４
８
件
、
救
助
28
件

で
前
年
に
比
較
し
、
火
災
は
12
件
の
増
、
救
急
は

24
件
の
減
、
救
助
は
５
件
の
増
で
し
た
。

　
火
災
原
因
に
つ
い
て
は
、
依
然
と
し
て
た
き
火

が
大
半
を
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
火
災

予
防
の
周
知
徹
底
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
30
年
度
の
普
通
救
命
講
習
の
受
講

者
数
は
、
６
５
６
人
（
う
ち
市
職
員
４
２
８
人
）

で
す
。
今
後
と
も
、
市
民
皆
様
へ
の
普
通
救
命
講

習
及
び
応
急
手
当
の
普
及
啓
発
に
努
め
ま
す
。

■
消
防
防
災
施
設
及
び
資
機
材
の
整
備

●
郷
ノ
浦
支
署
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
更
新

●
芦
辺
地
区
第
１
分
団
格
納
庫
の
建
設

●
防
火
水
槽
の
増
設

●�

消
防
団
の
ポ
ン
プ
車
、
積
載
車
及
び
小
型
ポ
ン

プ
の
更
新

　
災
害
は
近
年
複
雑
多
様
化
し
、
現
場
活
動
に
お

け
る
潜
在
危
険
も
益
々
増
大
し
て
い
ま
す
。
今
後

も
壱
岐
市
消
防
団
を
は
じ
め
関
係
機
関
と
の
連
携

を
強
化
し
、
市
民
皆
様
の
安
全
・
安
心
の
た
め
、

万
全
の
態
勢
を
構
築
し
ま
す
。

（
４
）
道
路
、
河
川
等
の
整
備

■
市
道
等
整
備

　
道
路
改
良
２
路
線
、
交
通
安
全
施
設
整
備
３
路

線
、
道
路
防
災
安
全
工
事
１
路
線
と
、
起
債
事
業

７
路
線
、
単
独
事
業
15
路
線
、
急
傾
斜
地
崩
壊
対

策
２
地
区
の
整
備
費
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
と
一
昨
年
に
発
生
し
た
公
共
土
木

施
設
災
害
の
進
捗
状
況
は
、
発
注
率
約
80
％
で
、

完
了
し
た
箇
所
は
約
65
％
で
す
。
引
き
続
き
、
早

期
復
旧
に
向
け
て
全
力
で
取
組
み
ま
す
。

（
５
）
公
営
住
宅

■�

壱
岐
市
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
く

整
備

●
古
城
団
地
（
３
棟
）
の
改
修
工
事

●�

大
久
保
団
地
（
９
棟
）
の
外
壁
及
び
屋
上
防
水

工
事
、
下
水
道
接
続
工
事

●
安
泊
団
地（
１-

Ｂ
棟
）の
内
部
改
修
工
事　
等

（
６
）
水
道
事
業
関
係

　
平
成
30
年
度
に
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
策

定
し
て
お
り
、
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
た
施
設
管

理
を
行
い
、
計
画
的
に
老
朽
管
の
更
新
を
実
施
し

て
い
く
こ
と
で
、
有
収
率
の
向
上
と
水
道
事
業
の

経
営
基
盤
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
給
水
車
の
老
朽
化
に
伴
う
更
新
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

（
７
）
下
水
道
事
業
関
係

■
公
共
下
水
道
事
業

　
古
城・大
谷
地
区
周
辺
の
汚
水
管
布
設
工
事
と
路

面
本
復
旧
工
事
を
行
い
、事
業
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

■
漁
業
集
落
排
水
施
設
整
備
事
業

　
芦
辺
地
区
の
汚
水
管
布
設
工
事
が
完
了
し
、
供

用
開
始
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
は
接
続
の
推

進
に
取
組
み
ま
す
。

■
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業

　

今
年
度
も
国
、
県
の
補
助
制
度
に
よ
り
、

１
０
５
基
の
設
置
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

（
８
）
壱
岐
葬
斎
場
の
改
築

　
周
辺
地
域
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
現
在
地
で
の
建
替
を
計
画
し
進
め
て
き
ま
し

た
が
、
大
幅
な
遅
れ
に
よ
り
、
市
民
皆
様
に
ご
心

配
を
お
か
け
し
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
も
業
務
に
支
障
を
来
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、

現
施
設
の
運
転
管
理
に
努
め
な
が
ら
、
新
施
設
の

早
期
完
成
に
向
け
て
取
組
み
ま
す
。

普通救命講習

（
１
）
教
育
委
員
会
組
織
の
再
編

　

教
育
委
員
会
の
組
織
の
再
編
と
し
て
、
現
在
、

一
支
国
博
物
館
内
に
配
置
し
て
い
る
文
化
財
課
に

つ
い
て
、
芦
辺
庁
舎
内
の
社
会
教
育
課
に
、
文
化

財
班
と
し
て
配
置
し
ま
す
。

（
２
）
教
育
施
設
の
環
境
整
備

　
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
つ
い
て
、
小
学
校
10
校
、
中
学

校
１
校
、
幼
稚
園
２
園
の
総
延
長
１
，３
８
１
ｍ

を
国
に
要
望
し
、
所
要
の
予
算
及
び
繰
越
明
許
費

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
芦
辺
中
学
校
（
旧
那
賀
中
学
校
）
校
舎
改
築
及

び
改
修
工
事
に
つ
い
て
は
、
建
設
用
地
内
に
農
水

管
が
あ
り
現
況
調
査
及
び
対
策
協
議
等
に
不
測
の

日
数
を
要
し
、
当
初
計
画
か
ら
３
か
月
程
度
遅
れ

て
お
り
、
今
回
、
繰
越
明
許
費
を
計
上
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
現
芦
辺
中
学
校
（
旧
田
河
中
）
校
舎

の
解
体
費
に
つ
い
て
も
国
庫
補
助
事
業
に
よ
り
所

要
の
予
算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

（
３
）
い
き
っ
こ
留
学
制
度

　
昨
年
９
月
か
ら
５
名
の
留
学
生
を
受
け
入
れ
て

お
り
、
４
月
か
ら
の
「
い
き
っ
こ
留
学
生
」
と
し

て
、
里
親
留
学
６
名
（
小
学
生
３
名
・
中
学
生
３

名
）、
孫
戻
し
留
学
１
名
（
小
学
生
１
名
）、
親
子

留
学
３
名
（
小
学
生
１
名
・
中
学
生
２
名
）
の
計

10
名
が
新
た
に
留
学
生
と
し
て
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

里
親
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
２
名
を
委
嘱
し
、

計
３
名
で
の
受
入
の
準
備
を
進
め
て
お
り
、
随
時

募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
里
親
留
学
に
か
か
る
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
費

委
託
料
を
月
額
７
万
円
か
ら
８
万
円
（
実
親
・
市

各
４
万
円
）
に
増
額
で
計
上
し
て
い
ま
す
。
今
後

も
人
口
減
少
対
策
の
大
き
な
柱
と
し
て
積
極
的
に

取
組
み
ま
す
。

心
豊
か
な
人
が
育
つ

ま
ち
づ
く
り
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（
１
）
移
住
定
住
の
促
進

　
平
成
28
年
度
か
ら
設
置
し
て
い
る
移
住
相
談
の

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
の
相
談
件
数
は
、
平
成
30
年

度
は
１
月
末
現
在
で
１
３
５
件
、
相
談
窓
口
を
介

し
た
壱
岐
市
へ
の
転
入
は
45
世
帯
70
人
と
な
っ
て

お
り
、
右
肩
上
が
り
の
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
市
へ
の
移
住
検
討
者
向
け
専
用
サ
イ
ト

「
い
き
し
ま
ぐ
ら
し
」
へ
の
ア
ク
セ
ス
数
は
、
県

内
自
治
体
内
で
上
位
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
新
た
な
移
住
者
確
保
対
策
と
し
て
、

東
京
圏
か
ら
の
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
の
促
進
や
地
方
の

担
い
手
不
足
対
策
の
た
め
に
、
国
・
県
と
連
携
し

た
移
住
支
援
事
業
、
通
称
「
わ
く
わ
く
地
方
生
活

実
現
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業
」
に
取
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、２
月
に
任
意
団
体
「
た
ち
ま
ち
」
と
「
芦

辺
浦
地
区
に
お
け
る
移
住
促
進
並
び
に
空
き
家
の

活
用
推
進
に
関
す
る
連
携
協
定
」
を
締
結
し
ま
し

た
。
芦
辺
浦
地
区
を
移
住
モ
デ
ル
エ
リ
ア
と
位
置

付
け
、
増
加
す
る
空
き
家
を
活
用
す
る
こ
と
で
本

地
区
へ
の
人
の
流
れ
を
促
し
、
移
住
者
や
地
域
住

民
、
子
ど
も
た
ち

が
交
流
を
深
め
な

が
ら
魅
力
的
に
暮

ら
す
ま
ち
づ
く
り

を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　
空
き
家
を
改
修

し
た「
た
ち
ま
ち
」

の
活
動
拠
点
施
設

の
一
角
に
、
今
年

度
か
ら
市
の
移
住

相
談
窓
口
を
設
け
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
配
置

し
、
官
民
連
携
し
て
移
住
定
住
を
促
進
し
、
本
地

区
の
ま
ち
づ
く
り
に
資
す
る
活
動
に
取
組
み
ま
す
。

（
２
）
国
際
交
流
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
推
進

　
国
際
交
流
に
つ
い
て
は
、
国
際
交
流
員
に
よ
る

「
マ
シ
ュ
ー
＇ｓ 

カ
フ
ェ
」
や
出
前
講
座
を
実
施

し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
他
国
の
文
化
・
歴

史
・
価
値
観
を
市
民
皆
様
へ
共
有
す
る
機
会
を
提

供
し
、
好
評
を
得
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
の
夏

に
は
、
日
仏
交
流
１
６
０
周
年
事
業
に
よ
り
、
フ

ラ
ン
ス
人
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
本
市
に
１
か
月
間
滞

在
し
て
制
作
し
た
ア
ー
ト
作
品
が
市
に
寄
贈
さ
れ
、

壱
岐
の
島
ホ
ー
ル
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
大
型
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
国
内
開
催
を
見
据
え
た
取
組
、

福
岡
市
・
九
州
離
島
広
域
連
携
事
業
（
Ｒ
ｅ
島
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
）
な
ど
、
引
き
続
き
福
岡
市
等

と
連
携
し
た
施
策

を
展
開
し
て
誘
客

を
図
り
ま
す
。
ま

た
、「
訪
れ
た
く

な
る
地
域
づ
く
り

へ
の
新
展
開
」
と

し
て
、
事
業
構
想

大
学
院
大
学
に
よ

る
「
壱
岐
島
ア
ー

ト
フ
ェ
ス
構
想
」

が
福
岡
市
で
３
月

に
開
催
さ
れ
た
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
に
お
い
て
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
踏
ま

え
、
観
光
関
係
事
業
者
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
受
入
体

制
整
備
の
支
援
を
強
化
し
ま
す
。

（
３
）
テ
レ
ワ
ー
ク
の
推
進

　

本
市
の
魅
力
で
あ
る
自
然
を
活
用
し
、
テ
レ

ワ
ー
ク
と
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
融
合
さ
せ
た
「
テ
レ

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
推
進
し
ま
す
。
テ
レ
ワ
ー

ク
を
軸
と
し
た
働
き
方
改
革
に
ア
ウ
ト
ド
ア
や
遊

び
の
要
素
を
追
加
し
、
家
族
で
も
楽
し
め
る
「
テ

レ
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
拠
点
化
を
図
る
こ
と
に

よ
り
「
働
き
な
が
ら
休
む
」
と
い
う
概
念
を
導
入

し
、
企
業
の
福
利
厚
生
制
度
の
１
つ
と
し
て
Ｐ
Ｒ

を
行
い
ま
す
。

　
今
後
さ
ら
に
加
速
化
す
る
働
き
方
改
革
の
流
れ

に
乗
り
、
時
代
に
取
り
残
さ
れ
な
い
活
力
あ
る
島

と
し
て
永
続
的
な
地
方
創
生
を
実
現
し
ま
す
。

（
４
）
壱
岐
な
み
ら
い
創
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

平
成
30
年
度
は
、
市
民
皆
様
が
中
心
と
な
り
、

計
４
回
の
「
壱
岐
な
み
ら
い
創
り
対
話
会
」
を
開

催
、
２
月
に
そ
の
活
動
状
況
の
発
表
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、「
壱
岐
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
サ
マ
ー
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
２
回
目
の
開
催

と
な
り
、
今
回
も
島
内
の
高
校
生
が
東
京
大
学
、

九
州
大
学
、
早
稲
田
大
学
等
の
大
学
生
と
壱
岐
の

地
域
活
性
化
に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
ま
し
た
。

　
１
月
か
ら
は
、
壱
岐
高
校
１
年
生
の
「
総
合
的

な
学
習
の
時
間
」
に
市
の
職
員
が
講
師
と
し
て
参

加
し
、「
課
題
を
見
つ
け
る
力
を
高
め
る
学
習
」

に
協
力
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
以
降
に
予
定
さ
れ

て
い
る
「
総
合
的
な
探
求
の
時
間
」
を
通
じ
て
、

壱
岐
や
日
本
の
未
来
を
見
据
え
た
課
題
に
つ
い
て

考
え
る
機
会
に
対
し
て
も
、
本
事
業
と
連
携
し
つ

つ
対
応
し
ま
す
。

（
５
）
起
業
家
人
材
育
成
事
業

　
本
事
業
は
、
新
し
い
価
値
を
見
出
し
て
「
起
業

家
的
な
生
き
方
」
を
し
て
い
る
人
た
ち
に
移
住
し

て
い
た
だ
き
、
そ
の
活
動
を
通
し
て
関
係
人
口
を

増
加
さ
せ
、
さ
ら
な
る
移
住
者
の
呼
び
込
み
や
新

た
な
働
き
方
の
提
案
に
繋
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　
東
京
や
大
阪
を
中
心
に
行
っ
た
人
材
の
募
集
活

動
に
お
い
て
は
、「
壱
岐
が
面
白
い
こ
と
を
始
め

た
」
と
大
き
な
反
響
を
呼
び
、
既
に
３
人
の
起
業

家
人
材
が
起
業
に
向
け
た
活
動
を
開
始
、
今
年
度

は
さ
ら
に
３
名
の
採
用
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

（
６
）
壱
岐
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン

　
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
効

率
的
な
情
報
発
信
に
よ
り
参
加
者
数
は
年
々
増
加

し
、
国
内
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は

全
国
第
２
位
の
高
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

　
本
大
会
は
、
中
高
生
や
消
防
団
を
は
じ
め
と
す

る
各
団
体
、１
，０
０
０
人
を
超
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
、
多
く
の
皆
様
か
ら
積
極

的
に
ご
参
加
い
た
だ
い
て
お
り
、
地
域
振
興
事
業

と
し
て
、
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
事
業
と
し
て
も
大

き
な
効
果
が
あ
っ
た
も
の
と
捉
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
事
務
局
で
試
算
し
た
経
済
波
及
効
果
は

５
，
０
０
０
万
円
以
上
で
あ
り
、
本
市
の
観
光
振

興
に
も
大
き
く
寄
与
し
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
第
４
回
開
催
と
な
る
今
年
の
大
会
は
、
10
月
19

日（
土
）開
催
予
定

と
し
、
よ
り
地
域

に
密
着
し
た
大
会

と
な
る
よ
う
計
画

を
進
め
て
い
ま
す

の
で
、関
係
機
関・

団
体
の
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

国
内
外
交
流
が
盛
ん
な

ま
ち
づ
く
り

5

市民団体「たちまち」活動拠点施設日仏交流 160周年事業

壱岐ウルトラマラソン

（
４
）
原
島
学
校
給
食
調
理
場
の
休
止

　
児
童
数
の
予
想
を
超
え
る
減
少
に
よ
り
、
運
営

が
大
変
厳
し
い
状
況
か
ら
３
月
22
日
を
も
っ
て
休

止
し
、
今
年
度
よ
り
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
か
ら
配

送
し
て
い
ま
す
。今
後
も
安
全
安
心
な
給
食
の
提

供
に
努
め
ま
す
。

（
５
）
文
化
財
行
政

　
平
成
28
年
度
か
ら
３
年
を
か
け
策
定
し
た
「
壱

岐
市
歴
史
基
本
構
想
」に
基
づ
き
、島
内
の
貴
重
な

文
化
財
の
適
切
な
保
護
・
保
存
を
行
う
と
と
も
に
、

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
も
広
く
活
用
し
ま
す
。
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平成31年度 施政方針から特  集

今年度の仕事とお金

市　税
2,182,981千円
９%

歳入予算総額
23,670,000千円

歳出予算総額
23,670,000千円

自主財源
6,718,527千円

28%

依存財源
16,951,473千円

72%

分担金及び負担金等
742,637千円
３%

地方交付税
8,830,600千円
38%

公債費
2,844,442千円
12%

国庫支出金
2,545,378千円

11%

県支出金
2,394,395千円

10%

地方譲与税等
772,800千円

３%

市　債
2,408,300千円

10%

農林水産業費
2,343,513千円

10%

土木費
1,630,062千円

７%

商工費
1,068,945千円

５%

消防費
802,413千円

３%

教育費
2,132,884千円

９%

衛生費
2,203,692千円

９%

諸収入等
3,792,909千円
16%

【一般会計歳入】

民生費
5,978,931千円
25%

議会費・災害復旧費等
367,287千円
２%

総務費
4,297,831千円
18%

【一般会計歳出】

市　税
81,561円
９%

歳入予算総額
884,364円

歳出予算総額
884,364円

自主財源
251,019円
28%

依存財源
633,345円
72%

分担金及び負担金等
27,746円
３%

地方交付税
329,931円
38%

公債費
106,275円
12%

国庫支出金
95,101円

11%

県支出金
89,460円

10%

地方譲与税等
28,874円

３%

市　債
89,979円

10%

農林水産業費
87,559円

10%

土木費
60,903円

７%

商工費
39,938円

５%

消防費
29,980円

３%

教育費
79,689円

９%

衛生費
82,335円

９%

諸収入等
141,712円
16%

【一般会計歳入】
市民１人あたりの割合

民生費
223,386円
25%

議会費・災害復旧費等
13,722円
２%

総務費
160,577円
18%

【一般会計歳出】
市民１人あたりの割合

平成31年度　一般会計予算の状況
　平成 26年度から５年間で段階的に縮減されてきた普通交付税の合併算定替えによる特例措置が終了し、平
成 31年度より壱岐市一本での算定となり、その減額に応じた予算編成を行っています。
　また、平成 27年度に策定した「第２次壱岐市総合計画」の着実な実施を軸として、事業の選択と集中によ
る効率的な予算配分を行うとともに、「壱岐市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン」及び「壱岐市まち・ひと・
しごと創生総合戦略」、さらには「特定有人国境離島地域社会維持推進事業」、「SDGs 未来都市・自治体モデ
ル事業」を更に推し進めていくための予算編成となっています。
　なお、一般会計の予算規模は 236億 7,000 万円（対前年度当初予算比 36億円減、13.2%減）で、特別
会計を含めた予算規模は、322億 2,958 万 5千円（対前年度当初予算比 38億 8,181 万 9千円減、10.7%減）
となっています。
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平成31年度 施政方針から特  集

今年度の仕事とお金
平成31年度予算の主な事業
総　務　費
まちづくり協議会設置事業【新規】 4,677万7千円
本庁舎建設基金積立金 5,000万円
市役所庁舎耐震改修等事業 ４億300万円
地域おこし協力隊事業 5,039万3千円
ふるさと応援寄附金事業 ５億7,538万6千円
自治体 SDGs モデル事業 3,764万3千円
起業家人材育成事業 2,400万円
定住奨励事業 2,691万円
特定有人国境離島地域社会維持推進交付金事業 ６億1,957万9千円
民　生　費
乳幼児・母子・寡婦福祉医療事業 5,940万円
地域密着型サービス等整備事業【新規】 4,317万8千円
介護人材確保対策事業 2,400万円
キャリアアップ促進事業 360万円
地域包括ケア人材確保支援事業 440万円
衛　生　費
がん健診事業 4,963万5千円
母子保健検診事業 2,222万5千円
海岸漂着物対策事業 6,114万4千円
壱岐市葬斎場建設外構工事及び旧葬斎場解体
工事（設計業務） 1,343万7千円

農林水産業費
『壱岐牛』ブランド PR・発信事業【新規】 542万2千円
家畜導入事業 3,200万円
地域肉用牛振興対策事業 1,800万3千円
地域肉用牛緊急増頭対策事業 960万円
地域肉用牛活性化プロジェクト推進事業 1,510万円
畜産競争力強化対策整備事業 5,991万7千円
近代化施設整備事業【新規】 1,770万4千円
漁業用燃油対策事業 7,076万5千円
磯根資源回復促進事業【新規】 375万円
離島漁業再生支援交付金事業 ３億3,114万1千円
漁村再生整備事業 ２億990万円
水産物供給基盤機能保全事業 １億640万円

商　工　費
しま共通地域通貨発行事業 １億48万2千円
壱岐市産業支援センター運営費等補助金 4,000万円
地域商社運営費等補助金 3,600万円
戦略産品輸送経費支援事業【新規】 6,640万円
壱岐島リブートプロジェクト事業 １億4,000万円
壱岐島リゾートアイランドプロジェクト事業【新規】 １億4,000万円
ラジオ活用発信・誘客拡大事業 1,089万円
土　木　費
道路維持補修事業 １億7,000万円
道路改良事業 ６億4,980万円
街なみ環境整備事業 1,600万円
住宅リフォーム支援事業 2,000万円
住宅建設事業 ２億82万1千円
消　防　費
消防ポンプ自動車購入事業【新規】 3,850万2千円
芦辺地区第 1 分団格納庫建設事業 4,669万5千円
小型動力ポンプ・消防団積載車購入事業 4,791万6千円
屋外拡声子局更新事業 1,174万2千円
教　育　費
学校施設整備基金積立金 １億円
離島留学生ホームステイ費助成事業 2,721万円
箱崎小学校屋内運動場外壁・屋根改修工事 他、
小学校改修事業 １億3,941万5千円

芦辺中学校テニスコート整備工事　他、
中学校改修事業 7,926万円

英語力向上対策推進事業 100万7千円
子ども夢プラン応援事業 100万円
一支国博物館活用推進事業 4,302万9千円
島内文化財資料活用展示公開事業 2,075万7千円
災害復旧費
農地及び農業用施設災害復旧事業（過年災） １億8,595万8千円

Healthy Festa －体験型健康イベント－ 「ダイヤモンドいき」が就航しました
問�保険課地域包括支援センター�☎45-1197 問�総務課総務班�☎48-1111

　いくつになっても生き生きと自分らしく過ごせるように、
若い頃から健康的な生活習慣について考えてみませんか？
　自分の体を知り、運動の楽しさを味わい、健康的な食事
について考えることができる体験型イベントです。参加無料
ですので、親子で、ご家族で、お友達同士で、ぜひお越し
ください。

　去る４月１日、印通寺～唐津航路に新船「ダイヤモンドいき」
が就航しました。「ダイヤモンドいき」は、「フェリーあずさ」
の老朽化に伴う長崎県の船舶リプレイス事業により建造されま
した。「フェリーあずさ」と同規模の輸送能力ですが、防音・
防振機能のほかエレベーターやバリアフリー設備等を備え、内
装に木材が使用されるなど居住性の充実も図られています。
　また、今回の更新によりこれまで運航していた「フェリーあ
ずさ」が３月31日をもってお別れとなりました。「フェリーあず
さ」は昭和 62年から30年以上にわたり、印通寺～呼子航路・
印通寺～唐津航路のほか博多～壱岐～対馬航路等の代船とし
て運航し、壱岐市の振興発展、交流人口拡大などに貢献しま
した。

  日　時  	５月19日㈰		午前９時から午後４時まで
  場　所  	 ふれあいセンターかざはや	イベントホール
  内　容  		
○チェアヨガ、フラダンスなどの運動体験
○子ども竹馬教室、竹馬レース
○�骨量測定や血管年齢測定、体力測定等の各種測定
○骨盤矯正、筋トレなどの体験
○壱岐高校調理部によるヘルシーおやつの配布
○健康弁当やヘルシーパン等の販売　など

ダイヤモンドいき フェリーあずさ
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壱岐市政だよりInformation from IKI City

職員の人事異動

問�総務課職員班�☎48-1111

　平成 31 年４月の職員の採用及び人事異動（課長級以上）について、お知らせします。
基本方針
　１． SDGs 未来都市構想を中心に、新エネルギーやテレワーク等の本市の未来づくりに関すること、地域の主

体的な取組を推進するまちづくり協議会に関すること等の施策を着実に推進するため、総務部内に、これ
らを担当する SDGs 未来課を設置

　２． 企画振興部観光商工課を、それぞれの各事業の取組強化を図るため、観光課と商工振興課に分け、これま
で地域振興推進課で担当してきた国際交流インバウンドの推進及びウルトラマラソン等について、国内
観光客との一体的な対応や観光と絡めた取組を推進するため、これら各事業を観光課で担当することとし、
地域振興推進課を廃止

　３．債権管理の一元化を推進するため、市民部税務課内に債権管理班を設置
　４．市民部こども家庭課壱岐こどもセンターの体制強化のため、正規職員を配置
　５． 石田幼稚園と石田保育所を一体的に運営する壱岐市初の幼保連携型認定こども園として、「石田こども園」

開園に伴う職員の配置
　６．一支国博物館内に配置している文化財課を社会教育課の中に文化財班として統合
　７．ジョブローテーションによる人材育成・定期的に職場の異動や職務の見直しを行う。

【４月１日付異動（部長級）】
新　所　属 旧　所　属 氏　　名

市民部長兼福祉事務所長兼郷ノ浦支所長 保健環境部保険課長 石尾　正彦
農林水産部長兼石田支所長 農林水産部農林課長 谷口　　実

� （２名）
【４月１日付異動（課長級）】

新　所　属 旧　所　属 氏　　名
総務部 SDGs 未来課長 企画振興部政策企画課主幹

（地域創生・人口減少対策班及びお結び班担当） 小川　和伸
企画振興部観光課長 企画振興部地域振興推進課長 横山　将司
企画振興部商工振興課長 企画振興部観光商工課長 塚本　和広
市民部保護課長 保健環境部環境衛生課長 神﨑　照浩
保健環境部保険課長 市民部市民福祉課主幹兼老人ホーム所長 木屋村伸吾
保健環境部健康増進課長 保健環境部健康増進課課長補佐 山川みね子
保健環境部環境衛生課長 市民部市民福祉課主幹 大谷　俊也
農林水産部農林課長 勝本支所主幹（勝本町地域担当班）兼勝本支所長補佐 鉾林　　茂
建設部建設課長 建設部建設課主幹（住宅・建築担当） 松本　和久
会計管理者兼会計課長 監査委員事務局長 松本　俊幸
監査委員事務局長 会計管理者兼会計課長 平田恵利子
教育委員会社会教育課長 市民部こども家庭課課長補佐兼児童家庭班係長兼

幼保連携推進班係長 目良　顕隆

総務部 SDGs 未来課主幹
（地域班兼郷ノ浦町地域班）

総務部総務課主幹（郷ノ浦町地域担当班）兼
総務課課長補佐（総務班） 平本　善広

総務部 SDGs 未来課主幹（SDGs 未来班担当）
（富士ゼロックス株式会社からの派遣）

企画振興部地域振興推進課主幹
（富士ゼロックス株式会社からの派遣） 松井　哲也

企画振興部観光課主幹 企画振興部観光商工課課長補佐兼
観光しまづくり班係長 岡部　一也

市民部市民福祉課主幹 農林水産部農林課主幹兼家畜診療所次長 横山　和彦
市民部市民福祉課主幹兼老人ホーム所長 保健環境部保険課主幹 吉田　博之
市民部こども家庭課主幹兼
石田こども園長兼筒城保育所長 市民部石田保育所長兼筒城保育所長 山口寿美枝
市民部こども家庭課主幹兼壱岐こどもセンター長 市民部障害者地域活動支援センター係長（施設長） 日髙　英紀
市民部税務課主幹

（債権管理班兼納税特別対策班担当） 市民部税務課主幹（納税特別対策班担当） 山村　俊久
保健環境部保険課主幹 保健環境部環境衛生課主幹 目良　孝二
農林水産部農林課主幹 農林水産部農林課課長補佐兼農村整備班係長 石橋　重友
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新　所　属 旧　所　属 氏　　名
農林水産部水産課主幹 農林水産部水産課課長補佐兼管理班係長 小川　俊則
建設部建設課主幹 建設部建設課課長補佐兼土木班係長兼用地班係長 高田　昌明
勝本支所主幹（勝本町地域班）兼勝本支所長補佐 企画振興部政策企画課主幹（企画班及び市民協働班担当） 豊坂　省一
芦辺支所主幹（芦辺町地域班）兼芦辺支所長補佐 建設部上下水道課課長補佐兼下水道班係長 山川　秀光
石田支所主幹（石田町地域班）兼石田支所長補佐 石田支所主幹（石田町地域担当班）兼石田支所長補佐 堤　　一晃
会計課主幹 市民部税務課課長補佐兼市民税班係長 豊田　晴美

� （28 名）
【４月１日付新規採用】

所　　　属 氏　　名
総務部管財課 山﨑健太朗
総務部 SDGs 未来課 江坂　幸乃
企画振興部政策企画課 寳来　惇貴
市民部市民福祉課 山下　晃司
市民部市民福祉課 山内　鈴奈
市民部障害者地域活動支援センター 渡邉　幸子
市民部こども家庭課 内山　友美
市民部武生水保育所保育士 下条　　彩
市民部石田こども園保育教諭 眞辺　信吾
市民部石田こども園保育教諭 長岡　優花
市民部保護課 里吉　真悟
市民部税務課 安永光太郎
保健環境部保険課 川上　　葵
保健環境部環境衛生課 西　　直人
農林水産部農林課 浦川潤一郎
建設部建設課 後藤　健志
建設部建設課 土肥　弘聖
教育委員会郷ノ浦幼稚園教諭 小田しおり
教育委員会那賀幼稚園教諭 久原　直子

� （19 名）
【３月 31日付退職】

氏　　名 最　終　所　属
原田憲一郎 市民部長兼福祉事務所長兼郷ノ浦支所長
井戸川由明 農林水産部長兼石田支所長
赤木　茂紀 市民部保護課長
大浦五九子 保健環境部健康増進課長
豊永　英明 建設部建設課長
山川　芳徳 教育委員会社会教育課長
野元　和夫 教育委員会文化財課長
瀬口　卓也 芦辺支所主幹（芦辺町地域担当班）兼芦辺支所長補佐
田山由美子 市民部保護課課長補佐兼保護給付班係長
赤木　　修 市民部保護課課長補佐
加勢田一利 農林水産部水産課課長補佐兼港湾漁港班係長
齊藤ヨシ子 市民部老人ホーム主任介護士
長山　律子 市民部老人ホーム主任介護士
久間　初子 市民部老人ホーム准看護師
長村佐知子

（長崎県病院企業団長崎県壱岐病院へ割愛転出） 総務部総務課付（長崎県病院企業団長崎県壱岐病院派遣）
里村　治美 総務部財政課

� （16 名）
【４月１日付県教育委員会からの転入】

氏　　名 新　所　属
野元　潤也 教育委員会学校教育課（指導主事）
清水　美香 教育委員会学校教育課（指導主事）

� （２名）
【４月１日付県教育委員会への転出】

氏　　名 最　終　所　属
大川　信也 教育委員会学校教育課課長補佐
安原美智子 教育委員会学校教育課（指導主事）

� （２名）
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Information from IKI City

満百歳！長寿を祝って
問�市民福祉課地域福祉班�☎48‒1116

　市では、満百歳のお祝いを迎えられた方に、ご長寿を祝い褒状と祝金を授与しています。

藤
ふ じ

本
も と

　ミワ 様（芦辺町）

西
に し

村
む ら

イチヱ 様（勝本町）

立
た て

石
い し

二
ふ

三
み

カ
か

 様（石田町）

　ご自宅で元気にお過ごしのミワさん。この日は、老人保健施設 壱岐のショー
トステイをご利用中に訪問し、ご家族やスタッフに囲まれてのお祝いとなりました。
　箱崎江角触 田山家の次女としてお生まれになり、学校卒業後は家事や農
業の加勢をされました。藤本家に嫁がれ二男四女の子宝に恵まれ、ご主人
が出稼ぎに出ている間は、農業と毎日のように商いへ行かれるなど一生懸命
働かれたそうです。ゲートボールが好きで 90 歳頃まで参加され、牛飼いにも
熱心で、時間があると牛舎に行かれ世話をされていたそうです。長寿の秘訣
は、何事もくよくよせず過ごし、好き嫌いなく食べることだろうとのことでした。
　ミワさん、これからも元気に長生きしてください。

　壱岐市立老人ホームで元気にお過ごしのイチヱさん。
　福岡県でお生まれになり、壱岐へ仕事で来られた時に結婚されました。
ご主人の漁の手伝いや磯に行くなど、慣れない仕事に苦労されながらも、
家計を支えられました。老人ホームに入られてからは、毎日の生活を楽
しまれ、季節の行事では着物を着て参加されるなど、身だしなみに気を
使われいつも綺麗にしていらっしゃいます。長生きできたのも皆さんに
よくしていただいたおかげですと感謝されました。
　イチヱさん、これからも元気に長生きしてください。

　自宅で元気にお過ごしの二三カさん。
　筒城西触 村田家の長女としてお生まれになりました。子どもの頃は
病弱な母に代わり、祖母と一緒に家事や兄弟の面倒をみられたそうです。
20 歳で立石家に嫁がれ、五男一女の子宝に恵まれました。ご主人が町
長になられてからは、家事や農業など、趣味をする暇もなく忙しく働かれ
ました。お孫さんができてからは孫もうりや授業参観にも行かれました。
若い頃からたくさんの人と関わりながら頑張ってきました。今でも皆さ
んにお世話になっているおかげで長生きができていますとのことです。
　二三カさん、これからも元気に長生きしてください。

大正８年１月生まれ

大正８年３月生まれ

「平成31年度壱岐市補助金一覧」について

問�財政課財政班�☎48-1114

　市民サービスの向上及び市民活動の促進を図るため、「平成 31 年度壱岐市補助金
一覧」を作成しました。市役所各支所市民生活班及び各事務所の窓口や市ホームペー
ジに掲載しておりますので、有効にご活用ください。
　なお、各補助金の制度内容や申請等については、担当所管課へお問い合わせください。
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壱岐市政だより

問�健康増進課健康増進班�☎45‒1114

　高齢者肺炎球菌予防接種費用の一部を助成してい
ます。国の法改正に基づき、高齢者肺炎球菌予防接
種における経過措置が５年間（2023 年度まで）延
長になりました。

【2019年度の費用助成対象者】
壱岐市に住民登録している以下の方
〇  60 歳以上 65 歳未満で、定められた病気などが

ある方
〇 �65 歳以上の方（昭和 30 年４月１日以前生まれ

の方）
※ 過去に高齢者肺炎球菌の予防接種をしたことがあ

る方は対象になりません。

【期　　間】2020 年 3 月 31 日まで

【助 成 額】 3,000 円（1 人 1 回限り。医療機関で
支払いの際、3,000 円が差引かれて請
求されます。）

※ 生活保護受給者は全額助成となりますので、医療
機関にお申出ください。

【接種場所】
市内指定医療機関（事前に予約が必要です。）

2019年度
高齢者肺炎球菌予防接種について

問�社会教育課生涯学習班�☎45‒1202

小・中学生スポーツ大会等
出場補助金の見直しについて

　スポーツ活動・文化活動による青少年の健全な育
成を目的に、壱岐市代表となる個人や団体に対し旅
費の一部を助成しています。
　「壱岐市の設置する学校に係る運動部活動の方針」
が策定されたことに伴い、社会体育の過熱が懸念さ
れていることなどを考慮し、補助金の交付対象の回
数について見直しを行いました。小 ･ 中学生スポー
ツ大会等出場補助金を申請される方は、社会教育課
にお問い合わせください。
　なお、他の団体などから助成を受けている場合は、
対象とならない場合もありますのでご留意ください。

【今回の改正内容】
〈補助対象〉
（1） 県大会壱岐市予選大会において出場権を得て県

大会以上に出場する団体及び個人
　　 （同一の団体に対する補助金は、九州大会及び全
国大会への出場を除き、年間２回までとする。）

（2） 県大会において九州大会及び全国大会の出場権
を得た団体及び個人

（3）文化活動についても（1）（2）に準じます。
（4）その他市長が特に認めた団体及び個人

平成31年度軽自動車税・自動車税の納期限のお知らせ

問�税務課市民税班�☎48-1118

　平成 31 年度軽自動車税・自動車税の納期限は５月 31日㈮です。お近くの金融機関などで、必ず納期限内に
納めましょう。

軽自動車税 自動車税

【対象車種】
軽自動車（四輪・三輪）、小型特殊自動車（ト
ラクター・フォークリフト等）、原動機付自転
車及び二輪車

【納付場所】
納付書記載の金融機関、市役所各支所・各事務
所

【お問い合わせ】
市役所税務課市民税班　☎︎ 48-1118

【対象車種】
普通自動車、小型自動車（三輪以上）

【納付場所】
納付書記載の金融機関、壱岐振興局税務課等
※ 自動車税のみ、コンビニエンスストアでも納

付できます。
また、インターネットで手続きを行うことによ
りクレジットカードでの納付もできます。

【お問い合わせ】
壱岐振興局税務課　☎︎ 47-1111
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Information from IKI City

問�保険課国保・後期・年金班�☎45‒1157

問�健康増進課健康増進班�☎45‒1114

　平成 31 年４月から産前産後期間の国民年金保険
料が免除となります。
【免除期間】
　出産予定日又は出産日が属する月の前月から４か
月間（以下「産前産後期間」といいます。）の国民年
金保険料が免除されます。
　なお、多胎妊娠の場合は、出産予定日又は出産日
が属する月の３か月前から６か月間の国民年金保険
料が免除されます。
※ 出産とは、妊娠 85 日（４か月）以上の出産をい

います。（死産、流産、早産された方を含みます。）

【対 象 者】
「国民年金第１号被保険者」で出産日が平成 31 年２
月１日以降の方

【届出時期】
出産予定日の 6 か月前から届出ができますので、速
やかに届出てください。

【申請時の添付書類】
出産前に届書の提出をする場合  
母子健康手帳など

出産後に届書の提出をする場合  
被保険者と子が別世帯の場合は出産証明書など出産
日及び親子関係を明らかにする書類

【個人番号（マイナンバー）により届出を行う際の添
付書類について】
　窓口で届出を提出する場合は、マイナンバーカード

（個人番号カード）を提示してください。
　お持ちでない場合は、以下の①および②を提示し
てください。
　なお、郵送で届書を提出する場合は、マイナンバー
カードの表・裏両面または①および②のコピーを添
付してください。
① マイナンバーが確認できる書類：通知カード、個

人番号の表示がある住民票の写し
② 身元（実存）確認書類：運転免許証、パスポート、

在留カード等

【届 出 先】
市役所各支所市民生活班（芦辺庁舎は保険課）

　世界保健機関（WHO）は「世界禁煙デー」から
始まる１週間を「禁煙週間（５月 31日～６月６日）」
として定めています。
　喫煙が健康に与える影響は大きいうえ、受動喫煙
の危険性やニコチンの依存性を踏まえると喫煙習慣
は個人の嗜好にとどまらない健康問題であり、生
活習慣病を予防する上でたばこ対策は重要な課題と
なっています。
【望まない受動喫煙をなくしましょう】
　2018 年７月、健康増進法の一部を改正する法律
が成立しました。このことで、望まない受動喫煙を
防止するための取り組みは、マナーからルールへと
変わります。
　「望まない受動喫煙」をなくすために、特に妊婦や
子どもなど 20 歳未満の者、患者等健康影響が大き
い方への配慮をお願いします。
　また、加熱式たばこは、その煙にニコチンなどの
有害物質が含まれていることは明らかである一方、
現時点では科学的知見の蓄積を行っていることから、
当分の間、喫煙場所でのみ喫煙を可能とする考え方
が厚生労働省から出されています。
【禁煙を始めてみませんか】
　平成 18 年から一定の要件を満たす方
については、禁煙治療に健康保険が適用
され、負担も軽くなりました。市内では
次の医療機関で禁煙支援を受けること
ができます。

医療機関名 電話番号
勝本診療所 42-0107
久原医院 45-2128
さくら耳鼻咽喉科クリニック 47-3119
光武内科循環器科病院 47-0023

 （長崎県国保・健康増進課調べ）

産前産後期間の国民年金保険料の
免除について

５月31日は「世界禁煙デー」です！

壱岐市福岡事務所
閉所日の変更について

問�観光課観光しまづくり班�☎48-1130
壱岐市福岡事務所�☎092-409-5216

　博多駅前の壱岐市福岡事務所について、事務所機
能の見直しと今後のあり方を検討し、平成 31 年度
より土日・祝日は閉所することとなりました。
　今後も、観光情報や魅力を発信し、「壱岐」の知名
度向上及び交流人口の拡大に取組んでいきます。

特定健診・がん検診が６月から始まります！
詳しくは、各戸配布のチラシ等でご確認ください。
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24 時間電話を通して健康をお届けします
健康テレホンサービス

朝９時から翌朝９時まで24時間、同じ内容のテープが流れます（3分間）

電�話・フリーダイヤル
（携帯電話不可） 0120-555-203

� 長崎�095-826-5511
長崎県保険医協会

５月
のテーマ

月�ｅＧＦＲが異常と言われたら
火��鼠径ヘルニア
水�起立性調節障害
木�今月から始めるスギ花粉症治療
　　～特に受験、妊娠を考えている方へ～
金�心身症について
土・日��性成熟期の女性の帯下と病気について

項　目 実施日 受付時間 会　場
母子健康手帳の交付及び妊婦相談 月～金（祝日除く） ８：30～17：15�随時 健康増進課窓口（芦辺庁舎内）

乳児健診 14日㈫ 13：00～13：30
壱岐の島ホール

※対象者には個人通知します。
１歳６か月児健診 16日㈭ 13：00～13：30
３歳児健診 30日㈭ 13：00～13：20
乳幼児歯科相談 16日㈭ ８：30～11：00�※８：30開場 壱岐の島ホール
離乳食教室 20日㈪ 13：00～13：30 壱岐こどもセンター

※��対象年齢になりましたら、個人通知をします。
　詳しい内容は、健康増進課へお問い合わせください。

乳幼児の健康、妊婦・育児相談

予防接種 接種対象年齢（※標準的な接種年齢） 実施方法等

Ｂ型肝炎 １歳未満（※生後２か月～９か月未満）
期間：通年実施

会場：市内指定医療機関
「壱岐市予防接種のお知ら
せ」、市ホームページ等でご
確認ください。

●  必ず予防接種を受ける３
日前までに、医療機関へ
予約をしてください。予
診票は医療機関にありま
す。

※  詳しい内容については、
市ホームページ等をご確
認いただくか、健康増進
課までお問い合わせくだ
さい。

ヒ　　ブ 生後２か月～５歳未満（※生後２か月～７か月未満）
★接種開始年齢によって回数が異なります。小児用肺炎球菌

４種混合 生後３か月～７歳６か月未満（※生後３か月～１歳未満）

Ｂ Ｃ G １歳未満（※生後５か月～８か月未満）

麻しん風しん
混　　合

１期：１～２歳未満
２期：小学校入学前の１年間（平成 25 年４月２日～平成 26 年４月１日生）

水　　痘 １歳～３歳未満（ただし、水痘に罹っていない方が対象）

日本脳炎

１期：生後６か月～７歳６か月未満（※３歳～４歳）
２期：９歳～ 13 歳未満
特例措置対象者： 平成７年４月２日～平成19年４月１日生まれの方で、

20 歳の誕生日の前日までの間

不活化ポリオ
生後 3 か月～７歳６か月未満で３種混合接種が完了し、ポリオワクチン
接種が完了していない方
最初から４種混合を接種している方は接種する必要はありません。

※医療機関での接種では、診療の状況でお待ちいただく場合がありますので、ご了承ください。

乳幼児の予防接種

開け！健康のトビラ 20195
健診が　家族の健康　守ってる
	 【石田小学校　川山　翔琉（かわやま	かける）】
「平成30年度健康づくり標語・ポスターコンクール」壱岐市長賞受賞作品

今月の
健康づくり
メッセージ

問�健康増進課（芦辺庁舎）	☎ 45-1114

詳しい内容は、市ホームページをご確認いただくか、健康
増進課にお問い合わせください。
※スマホ・タブレットはこちらのQRコードからアクセス！

他市町村から転入された妊婦さんは、健康増進課までご連絡ください。

��対　　象��	
壱岐市に住民登録している方で、今年度
40歳・50歳・60歳・70歳に達する方
※対象の方には、市から圧着ハガキが送付されます。

��期　　間��	
令和元年５月１日から令和２年２月29日まで
��受診できる歯科医院��	
市内の歯科医院（事前に予約をしてください。）
��持って行くもの��	
歯周疾患検診受診券（圧着ハガキ）・保険証
※	歯周疾患検診は無料です。
　（その後治療が必要な場合は別途料金がかかります。）

歯 周 疾 検患 診
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ごっとり壱岐の話題。 ピックアップニュース
K E N E Y A N E  P I C K  U P  N E W S

けねやね

地域おこし協力隊活動報告会

壱岐市いきっこ留学生入市式
長崎県立壱岐高等学校離島留学生入市式

４月６日土

４月８日月

RUN 伴＋in いき フォーラムへのご参加ありがとうございました。
ラ　ン ともプラス

　３月 17 日㈰に一支国博物館で開催した RUN 伴＋ in いきフォーラムに多数ご参加いただきありがとうご
ざいました。リレーで１つのタスキを繋ぎゴールを目指すイベント「RUN 伴＋」は、今後活動の幅を広げ、
誰もが参加できるイベントへと発展するため、名称を「いき伴

とも
」に改め、「皆で支えあい安心して暮らせる

まちづくり」を目指し活動を行っていきます。
� RUN伴＋ in いき実行委員会

域おこし協力隊の平成 30 年度の活動報告会を壱岐の島ホールで
開催し、現在活動中の６名が各分野での取組を報告しました。

　各隊員が、自身の経験を活かした豊富なアイデアで壱岐の活性化に取
組まれています。
　今後も１人でも多くの方に壱岐の魅力を知っていただき、壱岐に来て
いただけるよう、壱岐の魅力を発信していただきたいと思います。

きっこ留学生の小学生５名、中学生５名と離島留学生 12 名の入
市式を壱岐の島ホールで開催しました。保護者や里親の皆様が見

守る中、いきっこ留学生・離島留学生の皆さんが、少し緊張しつつもこ
れからの新しい生活への希望に満ちた表情で、壱岐市の一員として仲間
入りしました。それぞれの目標に向かって、壱岐での学校生活を楽しく
実りあるものにしていただきたいと思います。

地

い

広報いき  2019.515



　無許可での大麻の栽培や所持
は法律で禁止されています。ま
た、けしの花には植えてはいけ
ない仲間が多くあります。大麻・
けしの不正栽培や自生している
ものを発見したときは、壱岐保
健所または壱岐警察署にご連絡
ください。
問壱岐保健所衛生環境課
　☎ 47-0260

　県では、県内にお住まいのカネミ油症認定患者の方を
対象に健康実態調査を行っています。調査にご協力いた
だいた方には健康実態調査支援金が支給されます。
対�平成 31年３月 31日までにカネミ油症の認定を受け
ている方

〆６月 30日㈰　※消印有効
問長崎県生活衛生課　☎ 095-895-2362

　富士山麓の自然豊かなキャンプ場で、全国から集まる
青少年（日本人・外国人）が、キャンプ生活や富士登山
などの野外活動を共にしながら友情を深め、様々な体験
を通して、「新しい仲間との出会い」の楽しさや、友達
と協力し助け合う大切さを学ぶことを目的とします。
時７月 30日から８月３日まで（４泊５日）
場静岡県立朝霧野外活動センター
定�日本人 80名、外国人 20名
対�小学３年生から小学６年生まで
料 78,000 円（博多駅出発・帰着の場合）
　 �プログラム費（施設利用料・食費・教材費・引率者費・団
体行動中の交通費）、旅費（キャンプ場までの往復交
通費・団体行動中の交通費）が上記金額に含まれます。

　※�出発・帰着地により参加費が異なります。博多駅
以外をご希望の方はお問い合わせください。

内�富士登山、テント生活体験、野外炊飯体験、ワイドゲー
ム、星空観察など

〆７月５日㈮
【お問い合わせ・資料請求先】
公益財団法人�国際青少年研修協会
☎ 03-6417-9721
E-mail　info@kskk.or.jp
U R L　http://www.kskk.or.jp

第40回青少年国際交流キャンプ
参加者募集

４月～６月は
不正大麻・けし撲滅運動

カネミ油症認定患者の
健康実態調査について

Kurashi no Keijiban
時�日時　　場�場所　　　対�対象者　料�料金　　〆�締め切り　
定�定員　　申�申し込み　内�内容　　問�お問い合わせ　　　

い き は く シ ネ マ

大麻

植えてはいけないけし
〈写真引用〉
厚生労働省 大麻・けしの見分け方

広報いき  2019.5 16



郷ノ浦図書館　☎︎ 47-0255
【開館時間】��午前９時から午後６時まで
【休 館 日】��毎週火曜日・毎月第３木曜日
●ブックリサイクルの開催
【内　　容】�昨年購入した雑誌・寄贈書籍の無料配布
【日　　時】�５月１日㈬　午前９時から
※�数に限りがありますので、なくなり次第終了します。事
前予約はできません。
●子どもの読書週間＆母の日イベント開催
【内　　容】�プラバンを作ろう！
【日　　時】�５月11日㈯
� 午後１時30分から午後３時まで
【定　　員】�20 名（事前申込不要）
※�小学校低学年以下の方は、保護者同伴
でお願いします。

石田図書館　☎︎ 44-8800
【開館時間】� �午前９時から午後６時まで
【休 館 日】� �毎週水曜日・毎月第３金曜日
●５月上映会のお知らせ
毎月 1回上映会を行っており、入場は無料で
す。皆様のお越しをお待ちしています。
【日　　時】�５月25日㈯　午後１時30分から
【場　　所】�シアタールーム
【上映作品】�『世界名作アニメ　ダンボ』
●おすすめ本の紹介
●作りかけの明日
　著／三崎　亜記
●本が好きになる
　マンガ・イラスト／さやま��しょうこ

郷ノ浦図書館・石田図書館の
ホームページができました！
市ホームページ	（トップページ＞お役立ちリンク集）からも
ご覧いただけます。

　言語を勉強するときに単語、文法、発音など覚えなくてはいけないことが多いです。大量の情報を覚えるには「イメージ」が大
事だと思います。つまり頭の中でシーンを作り、想像することで新しい情報が覚えやすくなります。記憶に残るように、そのシーン
を鮮やかで細かいところまで想像したほうが良いです。例えば、「s

セ サ ミ
esame（ゴマ）」という言葉を覚えたいとしたら、ハンバーガー

を思い浮かべてみてください。焼きたての肉の匂い、とろりと溶けるチーズ、ふんわりしたバンズの上にゴマがあります。噛んで
みたら口の中で肉汁やマスタードの酸味が混ざり、ゴマの香りが広がります。このように五感を刺激するように想像できればさら
に単語が覚えやすくなると思います。
　絵にするのも良いです。今回、動物が登場する英語の表現をご紹介します。思い切って絵を描いたので、少しでも「面白い」「覚
えやすい」と思っていただけると幸いです。

l
レット

et t
ザ

he c
キャット

at o
アウト

ut o
オブ

f t
ザ

he b
バ ッ グ

ag（猫を袋から出す）
�解�釈���うっかり秘密を漏らしてしまう。

（由来は猫を袋に入れて豚だと言っ
て売ろうとしたが、猫が飛び出て
きたとの故事から）

〈例〉�Who�let�the�cat�out�of�the�bag?
� 「誰が秘密を漏らしたんだ？」

w
ウ ェ ン

hen p
ピッグズ

igs fl
フライ

y
（空飛ぶ豚・豚が飛ぶ時には）
�解�釈���
不可能である；絶対に起こり
えない。例えば、相手に頼み事をしたときに、
相手が「OK,�I�will�〜�when�pigs�fly.」と答
えたら、「絶対に嫌だ・許可しない」という意
味になる。
〈例〉�
“I’m�going� to�win� the� lottery.”“Yeah,�
when�pigs�fly.”
「宝くじで一発当てるぞ。」「無理だね。」
“Can�I�kiss�you?”“Sure,�when�pigs�fly.”「キ
スしてもいい？」「うーん、絶対嫌だ。」

e
エ レ フ ァ ン ト

lephant i
イン

n t
ザ

he r
ル ー ム

oom
（部屋にいる象）
�解�釈���
見て見ぬふり
をされた問題。
大きな象がい
るのにも関わ
らず皆気づかないふりをして無視して
いる。明らかに皆が気づいていながら
触れようとしない話題などに対して使
われる表現である。
〈例〉� �Let’s�talk�about�the�elephant�

in�the�room.
� 「見て見ぬふりをやめよう。」

k
キ ル

ill t
ツ ー

wo b
バ ー ズ

irds w
ウ ィ ズ

ith o
ワ ン

ne s
ス ト ー ン

tone
（一つの石で二羽の鳥を殺す）
�解�釈���
一石二鳥。一つの
ことで二つの利益
を得ること。四字
熟語として広く定着しているけれど、実は
17世紀のイギリスのことわざである。
〈例〉� �Biking� to�work� kills� two�birds�

with� one� stone. � I t � i s � good�
exercise�and�it�saves�money.

� �「自転車通勤は、一石二鳥である。
とても良い運動になるし、移動する
のにもお金がかからない。」

r
レ イ ン

ain c
キャッツ

ats a
ア ン ド

nd d
ド ッ グ ズ

ogs（猫や犬が降る）
�解�釈���雨が土砂降りに降る。（由来は猫が大雨、犬

が強風を招くという迷信から）
〈例〉��It�began�to�rain�cats�and�dogs�as�soon�

as�I�entered�the�house.
� �「私が家に入ったとたんに土砂降りの雨が降

り始めた。」

Making ‘Ohana in Ikiオ　ハ　ナ

マシ
ュー

の
国際
交流
員 ’Ohana とは（ハワイ語）

日本語ではよく「家族」と認識されていますが、
血縁関係だけでなく、同じ地域で支え合って生活
する家族のような信頼関係を意味します。

図書館だより
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澄
み
渡
る
５
月
の
空
が
心
地
よ
く
、
気

分
を
晴
れ
や
か
に
し
て
く
れ
る
好
季
節
を

迎
え
ま
し
た
。

　
去
る
４
月
１
日
、
元
号
を
改
め
る
政
令

が
公
布
さ
れ
、
新
元
号
が
「
令れ

い

和わ

」
に
決

定
し
、
５
月
１
日
か
ら
の
施
行
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
万
葉
集
「
梅
花
の
歌
」
の
序

文
に
あ
る
「
初
春
の
令れ

い

月げ
つ

に
し
て　
気
淑よ

く
風
和や

わ
ら

ぎ　
梅
は
鏡き

ょ
う
ぜ
ん前
の
粉こ

を
披ひ

ら

き　
蘭ら

ん

は
珮は

い

後ご

の
香こ

う

を
薫か

お
ら

す
」
と
の
文
言
か
ら
引

用
し
た
も
の
で
、こ
の「
令
和
」に
は
、人
々

が
美
し
く
心
を
寄
せ
合
う
中
で
、
文
化
が

生
ま
れ
育
つ
。
梅
の
花
の
よ
う
に
、
日
本

人
が
明
日
へ
の
希
望
を
咲
か
せ
る
国
で
あ

り
ま
す
よ
う
に
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
万
葉
集
は
、
今
か
ら
１
２
０
０
年
ほ
ど

前
に
編
纂
さ
れ
た
日
本
最
古
の
和
歌
集
で
、

天
皇
や
貴
族
、
防
人
や
農
民
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
身
分
の
人
が
詠
ん
だ
歌
が
収
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
「
万
葉
集
」
巻
第
15
に
は
、
天
平
８

（
７
３
６
）年
、
遣
新
羅
使
一
行
が
詠
ん
だ

歌
１
４
５
首
が
旅
行
記
の
よ
う
に
収
め
ら

れ
、
そ
こ
に
は
、
祖
先
が
壱
岐
出
身
で
あ

る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
雪ゆ

き
の
む
ら
じ
や
か
ま
ろ

連
宅
満
の
「
大

君
の　
命み

こ
と
か
し
こ畏
み　
大
船
の　
行
き
の
ま
に

ま
に　
宿
り
す
る
か
も
」
と
い
う
祖
先
の

地
（
壱
岐
）
を
織
り
込
ん
だ
で
あ
ろ
う
歌

も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
遣
新
羅
使
一
行
で
あ
っ
た
雪
連
宅
満
は
、

そ
の
後
、
壱
岐
で
病
死
し
、
石い

わ

田た

野ぬ

（
現

在
の
石
田
町
）
に
埋
葬
さ
れ
、
同
行
者
に

よ
る
挽
歌
９
首
が
詠
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
の
１
つ
で
あ
る
「
石
田
野
に　

宿
り
す
る
君　
家
人
の　
い
づ
ら
と
我
れ

を　
問
は
ば
い
か
に
言
は
む
」
と
い
う
歌

碑
が
、
石
田
町
の
万
葉
公
園
に
建
て
ら
れ

て
お
り
、
眼
下
に
は
、
遣
新
羅
使
一
行
が

寄
港
し
た
と
さ
れ
る
印
通
寺
港
な
ど
が
見

渡
せ
ま
す
。

　
原
の
辻
遺
跡
を
は
じ
め
多
く
の
遺
跡
や

古
墳
な
ど
が
残
る
こ
こ
壱
岐
市
に
お
い
て

も
、
万
葉
の
時
代
か
ら
続
く
歴
史
が
感
じ

ら
れ
ま
す
。

　
悠
久
の
歴
史
と
薫
り
高
き
文
化
、
四
季

折
々
の
美
し
い
自
然
。
こ
う
し
た
日
本
の

国
柄
を
、
し
っ
か
り
と
次
の
時
代
へ
と
引

き
継
ぎ
、
明
日
へ
の
希
望
と
と
も
に
そ
れ

ぞ
れ
の
花
を
大
き
く
咲
か
せ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
な
日
本
で
あ
り
た
い
と
の
願
い

が
込
め
ら
れ
た
「
令
和
」
の
時
代
の
始

ま
り
に
あ
た

り
、
気
持
ち

を
新
た
に
し

て
、
壱
岐
市

の
さ
ら
な
る

発
展
を
目
指

し
て
ま
い
り

ま
す
。

Mayor's Column

市 長 コ ラ ム

「
平
成
」
か
ら
「
令
和
」
の
時
代
へ

　「滞在型旅行商品の企画開発」と「観光客誘致のため
の情報発信と集客営業」を主な任務として活動してい
ます。
　昨年７月に採用されて以降、観光連盟の職員として
来島客の体験などの対応や様々な旅行下見の随行案内
などの業務を行いながら、新しい観光素材の情報収集
や集客営業にも努めています。
　「滞在型旅行商品の企画開発」につきましては、勝本
漁協と壱岐島荘の共同実施である定置網漁の見学と朝
獲れ鮮魚の昼食という新しい商品が４月から催行開始
となります。募集型商品を販売される旅行社のツアー
行程に組込んでいただいておりますので、お客様の反
応が楽しみであると共にもっと多くの旅行社に旅行行
程に組込んでもらえるよう周
知営業に努めていきます。そ
の他にも今後に向けて新しい
素材が出てきている状況です
ので、商品化に向けた企画開
発を継続していきます。
　「観光客誘致のための情報発

壱岐市観光連盟

島
し ま

居
い

　英
ひ で

史
ふ み

さん

平成30年度の活動と
平成31年度に向けた取組

信と集客営業」につきましては、今年３月と５月に対
馬空港に FDA（フジドリームエアラインズ）のチャー
ター機が各地（松本、岡山、広島、名古屋）から飛ん
でくることになりました。壱岐空港は滑走路の長さが
足りないために対馬空港での発着ではありますが、対
馬～壱岐間は船舶を利用して壱岐にも来島してもらえ
る行程となっております。このチャーター機を利用し
た商品造成に関しましては数年前からの推進事項の１
つでしたので、今後も継続した企画をしていただける
ように営業推進していきます。
　平成 31 年度は平成 30 年度より多くの集客営業活動
を実施して、１人でも多くの来島者を増やすように努
めたいと思います。

FDA出迎え 定置網漁見学風景

万葉公園
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壱岐市いきっこ留学生入市式・
長崎県立壱岐高等学校離島留学生入市式� （４月８日）
壱岐市いきっこ留学生の小学生５名、中学生５名、そして離島留学生として壱
岐高校の東アジア歴史・中国語コースに入学される 12 名の皆さんをお迎えし、
それぞれの入市式を行いました。（写真は離島留学生入市式の様子）

人 の 動 き今月の表紙

人口� 26,536人
　　� 男 12,705人
� 女 13,831人

世帯� 11,562世帯

出生� 15人
死亡� 43人
転入� 209人
転出� 413人

� 平成31年３月31日　現在

24日 正幸さん・奈津美さん
（郷ノ浦町本村触）

横
よ こ

山
や ま

�桜
お

音
と

葉
は

ちゃん

27日 弘二郎さん・文菜さん
（勝本町本宮西触）

下
し も

條
じょう

　舞
ま い

莉
り

ちゃん

28日 和宏さん・めぐみさん
（郷ノ浦町庄触）

辻
つ じ

川
が わ

　由
ゆ

衣
い

ちゃん

13日 知也さん・美菜さん
（郷ノ浦町永田触）

福
ふ く

田
だ

�悠
ゆ

有
う

里
り

ちゃん

18日 栄一さん・光波さん
（郷ノ浦町本村触）

大
お お

村
む ら

　栄
え い

貴
た

くん

19日

4日

奨さん・成美さん
（郷ノ浦町柳田触）

貴将さん・早也佳さん
（郷ノ浦町片原触）

吉
よ し

田
だ

　朝
あ さ

陽
ひ

くん

平
ひ ら

川
か わ

　紬
つ む ぎ

月ちゃん

21日

9日

友大さん・桃子さん
（郷ノ浦町片原触）

光好さん・奈穂子さん
（勝本町本宮西触）

木
こ

場
ば

田
た

　怜
れ い

くん

折
お り

尾
お

�光
み

穂
お

莉
り

ちゃん

22日

11日

裕一さん・英恵さん
（芦辺町箱崎大左右触）

幸司さん・明日香さん
（勝本町布気触）

小
お

楠
ぐ す

　健
た け

瑠
る

くん

品
し な

川
が わ

　曜
あ き

菜
な

ちゃん

�

遊
ん
で
ね
！

み
ん
な
、い
っ
ぱ
い

お
兄
ち
ゃ
ん

�

大
好
き
♡

食
べ
る
の

�

大
好
き
♡
笑

に
ぃ
に
、い
っ
ぱ
い

�

遊
ん
で
ね
♡

い
っ
ぱ
い
食
べ
て
、

大
き
く
な
る
ぞ
！！

ゆ
づ
お
姉
ち
ゃ
ん

仲
良
く
し
て
ね
♡

じ
ぃ
ち
ゃ
ん

�
も
っ
と
大
好
き
♡

た
べ
る
の
大
好
き
♡

い
つ
も

�

あ
り
が
と
う

�

だ
い
す
き
♡

じ
ぃ
じ
、ば
ぁ
ば

お
に
い
ち
ゃ
ん
♡

�
お
ね
え
ち
ゃ
ん

絶
対
受
か
る
ぞ
！

�

大
す
き
♡

お
姉
ち
ゃ
ん
、

�

お
兄
ち
ゃ
ん

「１歳になりまちた♪」
に登場しませんか？

写真の提出期限は、１歳になる月の前
月の１日までとなっています。詳しくは
総務課（☎48-1111）まで。

今月で１歳になるかわいいお子様をご紹介します！

歳 に
な
り
ま た ♪ち

５月
生まれ

おたんじょうびおめでとう

Happy
Birthday!!

雪連宅満（ゆきのむらじやかまろ）の墓			
　雪連宅満は、聖武天皇（しょうむてんのう）〔在位 724～ 748年〕が新羅の国に遣わせた「遣
新羅使」の一行として新羅に向かっている途中、壱岐で病死しました。死んだ宅満は、村人の
手により、石田野が見渡せる現在の場所に葬られました。

万葉公園			
　万葉公園は、昔、黒木城があった場所に作られた公園です。
　公園内には、万葉集で詠われた壱岐で病死した雪連宅満を悲しむ句の石碑が設置されていま
す。眼下には雪連宅満のお墓がつくられた丘はもちろん、遣新羅使の一行が入港した印通寺港
を眺めることができます。

「令和」を感じよう！
� 時代を見に行ってみよう！

歴史をまなぶ。
  歴史とあそぶ。

歴 史 体 験
ひろば

  お問い合わせ   社会教育課文化財班　☎ 45-2728

遣新羅使　雪連宅満の墓

万葉公園から望む印通寺浦
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皐月��-さつき -
〈花　暦〉�ぼたん（富貴）
〈誕生石〉�エメラルド（幸福、恩愛）

…学校・幼稚園・保育所行事〈掲載依頼分〉
…一支国博物館行事
…はつらつ元気塾

壱岐市ホームページ
携帯電話のカメラを使い、左の QR コードを読み取るだけで、簡単に
壱岐市の情報がご覧になれます。
ご覧になれない方はこちらのアドレスをご入力ください。
 ⇨ https://www.city.iki.nagasaki.jp

◆郷ノ浦：壱岐の島ホール（壱岐文化ホール） ☎ 47-4111　・休館日：水曜日
◆勝　本：壱岐西部開発総合センター ☎ 45-1202（社会教育課）
　　　　　ふれあいセンターかざはや ☎ 48-3200　・休館日：月曜日
◆石　田：石田農村環境改善センター ☎ 44-5179　・休館日：月曜日

◆芦　辺： 一支国博物館 ☎ 45-2731　・休館日：月曜日
　　　　　原の辻ガイダンス ☎ 45-2065
　　　　　壱岐島開発総合センター ☎ 45-3693　・休館日：火曜日
　　　　　クオリティーライフセンターつばさ ☎ 45-4500　・休館日：水曜日
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今月の行事予定 ※このカレンダーは、４月１日現在のものです。その後の日程等の変更につきましては、ご了承ください。

〔毎月１回１日発行〕

材料《４人分》

作り方
①�	キャベツは３～４cm角のざく切り
にしておく。コーン缶は水分を切り、
ツナ缶は軽く油を切っておく。えび
は熱湯で茹でザルにあげておく。

②�	卵は茹で卵にし、ボウルに入れス
プーン等で細かくしておく。

③�	キャベツは少し食感が残るように、
熱湯でやわらかく茹で、水気を切っ
ておく。

④�	②に③を入れて軽く混ぜ合わせ、粗
熱が取れたらえび、コーン、ツナ、
Ａの調味料を加え、最後に黒こしょ
うをふりかけて完成。

春キャベツ����� 400g
卵��������� ２個
むきえび������ 150g
コーン缶������ 130g
ツナ缶��������70g

　　酢��������小さじ２
　　砂糖�������小さじ１
　　マスタード����小さじ２
　　マヨネーズ����大さじ４
　　レモン汁�������適量
黒こしょう��������適量

Ａ

「広報いき」は、石油系有機溶剤の一部を大豆油に
置き換えたソイインキを使用しています。

「広報いき」は、見やすく読みまちがえにくいユニ
バーサルデザインフォントを採用しています。

今月のヘルスメイトさん

１人分

175
kcal

山川加壽子さん
（石田支部）

下條輝佐子さん
（勝本支部）

時間がない時にも、ささっと作れるオスス
メのサラダです。特にキャベツの芯の部
分はビタミンＣの宝庫と言われています。
残った芯は小さく刻んでスープや餃子など
の具材にしても美味しくいただけますよ。

5/1 水
天皇即位の日
�第45回特別企画展�中村征夫写真展�海中顔面博覧会　６月16日まで

９：00〜　ブックリサイクル（郷ノ浦図書館）

2 木

3 金 �いきはくシネマ

4 土

5 日 ゴルフ場無料開放デー（壱岐カントリー倶楽部）

6 月 �いきはくシネマ

7 火 �10：00〜11：30　はつらつ元気塾（壱岐の島ホール）

8 水 �10：00〜11：30　はつらつ元気塾（石田改善センター）
10：00〜16：00　人権相談（法務局）

9 木 �10：00〜11：30　はつらつ元気塾（かざはや）

10 金 �10：00〜11：30　はつらつ元気塾（つばさ）

11 土
第16回長崎県ねんりんピック（シーハットおおむら他）　12日まで
13：30〜15：00　プラバンを作ろう！（郷ノ浦図書館）
�14：00〜　壱岐学講座

12 日 郷ノ浦八日市

13 月

14 火 14：00〜16：00　消費税軽減税率制度説明会（つばさ）

15 水 10：00〜16：00　人権相談（法務局）

16 木

17 金

18 土 �いきはくシネマ
10：00〜　手話奉仕員養成研修（基礎編・開講式）（壱岐の島ホール）

19 日 食育の日
９：00〜16：00　Healthy�Festa（かざはや）

20 月

21 火 �10：00〜11：30　はつらつ元気塾（壱岐の島ホール）

22 水 �10：00〜11：30　はつらつ元気塾（石田改善センター）
10：00〜16：00　人権相談（法務局）

23 木 �10：00〜11：30　はつらつ元気塾（かざはや）

24 金 �10：00〜11：30　はつらつ元気塾（つばさ）

25 土
10：00〜　第２回手話奉仕員養成研修（基礎編）（壱岐の島ホール）
13：30〜　上映会（石田図書館）
�14：00〜　ワークショップ

26 日
第19回長崎県障害者スポーツ大会（県立総合運動公園他）
�霞翠幼・小・地区民合同運動会
�鯨伏幼・小・地区民合同運動会
�田河小運動会
�瀬戸幼・小春季大運動会
�14：00〜　特別講座

27 月

28 火

29 水 10：00〜16：00　人権相談（法務局）

30 木 10：30〜17：00　年金相談（市役所石田庁舎）※要予約

31 金
平成31年度�軽自動車税・自動車税納期限
�長崎県高校総体開会式

９：00〜14：00　年金相談（市役所石田庁舎）※要予約

6/1 土 �長崎県高校総体　７日まで

2 日

3 月

4 火 第153回九州地方知事会議・第 35回九州地域戦略会議
� （壱岐の島ホール）５日まで

5 水 10：00〜16：00　人権相談（法務局）

春キャベツの
エビマヨサラダ

国民の休日

憲法記念日

みどりの日

こどもの日

振替休日




